
★ST マイクロ社の超小型大気圧センサーを使いやすい８ピンＤＩＰモジュール化にしました。

★Ｉ２Ｃインターフェース、ＳＰＩインターフェイス両対応です。（どちらかを選択）

★気圧は内部で補正・換算されていますので、２４ビットの読み取り値÷４０９６が、そのまま大気圧ｈＰａ（ヘ

　クトパスカル）になります。

★マイコンを使った気圧計、高度計などに最適です。★温度センサーも内蔵しています。

■電源電圧：ＤＣ３．３Ｖ（動作範囲：ＤＣ１．７Ｖ～ＤＣ３．６Ｖ）

■消費電流：約２ｍＡ（ＬＥＤ分を含む）

■インターフェース：Ｉ２Ｃ、ＳＰＩのどちらかを選択できます

■測定範囲：２６０ｈＰａ～１２６０ｈＰａ

■精度：±０．１ｈＰａ（Typ） 800～1100hPa　（２５℃）

　　　：±1 ｈＰａ（Typ） 800～1100hPa　（０～８０℃）

　　　　　　　Ｊ１、Ｊ２は、Ｉ２Ｃのプルアップ用半田ジャンパーです。ＳＰＩの場合はジャンパーしません。

■ピン説明■

番号 名　称 Ｉ２Ｃの場合の機能 ＳＰＩの場合の機能

1 ＶＤＤ 電源入力　ＤＣ１．７１Ｖ～３．６Ｖ 電源入力　ＤＣ１．７１Ｖ～３．６Ｖ

2 ＳＣＬ ＳＣＬ　シリアルクロック ＳＰＣ　シリアルポートクロック

３ ＳＤＡ ＳＤＡ　シリアルデータ ＳＤＩ　シリアルデータインプット

４ ＳＤ０ ＳＡ０　スレーブアドレスの下位ビット選択 ＳＤＯ　シリアルデータアウトプット

５ ＣＳ ＶＤＤに接続するとＩ２Ｃモードになる ＣＳ　　チップセレクト

６ NC NC(無接続） ＮＣ（無接続）

７ ＩＮＴ１ インターラプト１ インターラプト１

８ ＧＮＤ ＧＮＤ ＧＮＤ



■Ｉ２Ｃでの接続■　

　１、ＣＳ（５ピン）をＶＤＤに接続すると、Ｉ２Ｃモードになります。

　２、ＳＡ０（４ピン）は、スレーブアドレスの下位ビット選択です。（この機能により２台まで使えます）

　　　ＶＤＤ（１ピン）に接続すると１０１１１０１ｘ、ＧＮＤ（８）に接続すると１０１１１００ｘになります。

　　　Ｉ２Ｃの場合、必ずどちらかに接続してください。（ｘはｒｅａｄの時１、ｗｒｉｔｅの時０）

　３、基板裏面のＪ１、Ｊ２は、ＳＣＬ，ＳＤＡ信号用のプルアップ半田ジャンパーです。隙間を半田付けすると、

　　　Ｒ１、Ｒ２でプルアップにされます。マイコン等でプルアップしている場合は、半田ジャンパ不要です。

■ＳＰＩでの接続■

　１、ＳＰＣ（２ピン）、ＳＤＩ（３ピン）、ＳＤＯ（４ピン）、ＣＳ（５ピン）の４線で接続します。

　２、基板裏面のＪ１、Ｊ２は、Ｉ２Ｃ用ですので、半田ジャンパしては、いけません。

■レジスタ表■

　はじめに「ＷＨＯ＿ＡＭ＿Ｉ」（0x0F）を読みま

す。「ＷＨＯ＿ＡＭ＿Ｉ」は、ＬＰＳ 25H と正しく

通信出来ているか、確認する為のレジスタです

正しく通信出来ている場合、０ｘＢＤが読み取れます。

　

　気圧、温度を 1 秒毎に出力させ、パワーダウンを

ＯＦＦにしてノーマルモードにする為に、「ＣＴ

ＲＬ＿ＲＥＧ１」（0X20)に０ x90 を書き込みます。

　「ＰＲＥＳＳ＿ＰＯＵＴ＿ＸＬ」(0x28)

、「ＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴ＿Ｌ」(0x29)、「ＰＲＥＳ

Ｓ＿ＯＵＴ＿Ｈ」(0x2A)で気圧を読み取ります。

 　温度は「ＴＥＭＰ＿ＯＵＴ＿Ｌ」（０ｘ 2B)、

「ＴＥＭＰ＿ＯＵＴ＿Ｈ」(0x2C)で読み取ります。 


